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根拠法令・個別計画
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総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

教育を支える学習環境を整備する

1

平成１２年度以前

教育文化

10

～

教育総務課

施設係

31

平成３０年度以降

学校教育

　各中学校の設備保守管理委託（電気保守管理、非常通報装置保守管理、火災報知器保

守管理、プールろ過機保守管理等）及び備品購入（生徒用机・椅子等）など学校運営が適切

に行えるよう環境整備を図った。

　職員は、委託契約事務、各設備保守管理業者と各学校との連絡調整、備品購入に関する

事務を行った。

○平成24年度

 （直接経費の内訳）

　保守管理委託料　  8,078,763円

  一般備品購入費　14,047,286円

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

学校運営が滞りなく行えるよう、適切な施設管理を図る。
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  一般備品購入費　14,047,286円

  需用費　              69,250,952円

  その他 　             20,143,623円

○平成25年度においても平成24年度同様に保守管理や備品の購入などを行う。

   （直接経費の内訳）

　保守管理委託料　 8,872,000円

  一般備品購入費　21,480,000円

  需用費　              94,995,000円

  その他 　             27,535,000円
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事業実施におけ

る課題

年々、施設において老朽化が進むため、日頃から施設や設備の点検を行っている

が、複数の予見できない突発的な修繕等が必要となる場合がある。
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事業の

達成状況

各中学校の設備保守管理をするため点検委託をし、指摘事項については、修繕を実

施した。また、机・椅子においては、可動式の机・椅子を一部導入したことにより、生徒

の成長に合わせて机・椅子のサイズが可動できるため、快適な学校生活が送れるよ

うになった。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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の改善案

保守点検結果や学校ヒアリング等を基に優先順位を決め適切に改修を進める。
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施施施施

結結結結

果果果果

各中学校の施設管理を安全かつ適切に行うには、引き続き設備保守管理や備品購

入等の環境整備が必要であるため、現状維持と判断した。

判定理由

判　定　理　由

維　持

限られた予算のため、保守点検業者と調整をとり、修繕において優先順位を決め可

能な限り早期対応を行う。

維　持

資格を必要とする設備の法定点検等を実施することは、職員や学校の教職員ではで

きない。また、老朽化した備品を更新することができなくなるため、適切な施設管理が

できない。
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一次評価のとおり。

方向性の判定
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